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2011年4月13日《No.2525》

東日本大震災対策ニュース　№16
岩手では公民館の復旧など、宮城では支援物資の配達に奮闘
	全労連・国公労連や民主団体などでつくる「全国災対連共同支援センター」がとりくんでいるボランティア。国公からは4月7日からの第1陣として岩手に2名（15日まで・中坊書記次長、竹本中央執行委員（ともに全法務））、宮城に1名（12日まで・高木中央執行委員（国公））、11日からは第2陣として宮城に1名（15日まで・渡辺中央執行委員）が参加しています。


＝　岩手で活動している全法務・中坊書記次長からの続報を紹介します　＝
《4月11日　三陸町公民館の復旧を支援》
ボランティア活動4日目。今日は、三陸町公民館の書類探しと整理の作業です。公民館は2階天井付近まで津波にのまれ、中は手付かずの状態です。作業場所の確保のため、流木や机などの撤去から始めます。
最初に事務室までのルートを確保し、ガラス片や釘のささった木などを退けながら、書類を探します。次に図書室にあった書類を探すのですが、扉から入れず、外の窓から入ることになりました。ボランティアの1名が釘で2ヵ所、怪我をしました。破傷風などの感染症が流行っているため、十分に消毒しました。

午後の作業のため、公民館へ向かうと、その方角から黒い煙が上がっています。近くの高台の民家が燃えていました。遅れて消防車が現場に向かいました。煙の色が黒から白に変わり、火が見えなくなりました。

14時46分、サイレンの音が鳴り響きます。震災から1ヶ月がたちました。私たちも一旦作業を止めて、黙祷します。復興までには、まだまだ時間が必要です。

当時、陸前町の水門は修理中で開いていました。そのため、川を津波が逆流し、被害が大きくなりました。市役所で行方がわからない1名は、この水門を閉めに行こうとした職員でした。

17時16分頃、福島県でM7・1震度6弱の地震です。余震はおさまりそうにありません。

《4月12日　浜崎小学校の移転、避難所（盛小学校）への支援物資運搬を支援》
　ボランティア活動5日目。今日は、新・旧・継続メンバーで、支援をリレーして、引き継いでいきます。多くの方のリレーで早い復興を望みます。

今日は崎浜小学校を甫嶺小学校に移転させる作業です。崎浜小学校には、次々と地元の方が軽トラックでやってきます。先生が指示すると、あっという間に職員室の荷物や生徒の机、イスなどが運び出されました。

受け入れ先の甫嶺小学校へ移動すると校庭で子どもらが元気に野球をしています。ときたま、笑い声が教室まで届いてきます。甫嶺は、25名から130名の大所帯になります。理科室なども教室へ衣替えをして、4月20日のちょっと遅い始業式を迎えます。

午後からは、大船渡市内に移動し、盛小学校の体育館に米を運びます。自衛隊が近くのホールに保管している90トンの米（最初は9トンの言い間違いと思っていました。）を輸送してきます。地元のボランティアや大阪、愛知などから来た社会福祉協議会の方と一緒に体育館に並べました。今日は時間の都合上、半分でしたが、それでもクタクタになりました。

盛小学校は、被災者の避難所だけでなく、臨時の診療所も開設しています。校庭には自衛隊の宿営所が作られていました。4時には「お風呂の準備ができました。」と放送があり、甫嶺小学校と大きな差がありました。

＝　自宅避難者を対象に生鮮食料品をお届け　～宮城で活動した高木中執の報告～　＝
救援ボランティアの第1陣として4月7日に仙台に入り、8日午後に石巻市へ移動して11日まで活動しました。マイカーで駆けつけた富山高教組の2名（うち女性1名）が9日まで、10日・11日は島根県からの個人参加2名、10日から2週間程度の予定で大阪からの個人参加1名と行動をともにしました。
活動拠点の石巻共同支援センターは2階建で、1階が事務所と支援物資置き場（食料品）を兼ね、2階は支援物資置き場（食料品以外）と男性ボランティアの宿泊所を兼ねていました。私は寝袋を持参しましたが、宿泊所にも10袋程度準備されていました。女性ボランティアの宿泊は津波被害にあわなかった楳林さん（石巻地域労連議長）宅でした。
昼食は共同支援センターのまかないがありました。朝晩の食事は、私の活動期間中は楳林さん宅でいただくことができたため、持参した食料は楳林さんにもらってもらいました。県労連として楳林さん宅へ食料などを一定都合しているため、今後もご厚意にあずかることはあるでしょうが、被災地で大人数の食事を準備する困難さや休息の必要もあることから、今後は自炊が基本になっていくのではないかと思います（炊飯器やポットなど自炊機材、当面の食材は共同センターに準備されています）。

石巻市内のライフラインは、電気と水道、固定電話が一部復旧、都市ガスは全面停止の状況でした。共同支援センターでは、電気と固定電話は復旧していましたが水道が復旧していなかったため、給水所での水汲みが日課でした。共同センターには入浴施設がありません。近所では自衛隊による入浴サービスや道の駅「上品の郷」のふたごの湯の利用が可能ですが、何れも利用時間が10時頃から15時頃までとなっており、都合をつけることが困難な状況です。
石巻市で津波被害にあった方の避難先は、家屋流失などで自宅にとどまれない方が①避難所または②津波被害がなかった個人宅、浸水被害でかろうじて自宅にとどまれる方は③自宅という状況でした。避難所ではそれなりに食料などの支援物資が行き届きはじめ、炊き出しも行われていることから、共同支援センターでは②③の避難者宅へ支援物資をお届けすることを最優先でとりくみました。ボランティア活動の内容としては、共同センターに届いた物資の上げ下ろしと仕分け・小分けとお届けでした。避難者がいる住宅街にくまなく物資が行き渡るように、お届け箇所は地図上に記して管理していました。道路事情が良い場所では、物資を積んだ車を徐行させながらハンドマイクで利用を呼びかけ、がれきなどが両脇に積まれた地域では写真（右）のように配布場所を決め、近所を歩き回ってハンドマイクで利用を呼びかけました。営業を再開するスーパーも増えてきてはいますが、生鮮食料品などが品薄の状態のため、米や野菜、果物などが大変喜ばれました。今後は、泥かきや家屋などの片付けも行うようになると思います。
このように活動内容は割と軽微で肉体的な疲労はさほどありませんが、まだ生々しさが残る被災地に身を置いて非日常的な日々を送ったためか、11日夕方に仙台へ戻る際には精神的な疲れを感じました。1週間程度の活動をしたら一度日常へ戻ることが大切だと思います。内閣府のホームページにある心構えなどが参考になると思いましたので、以下に掲示します。
	防災ボランティアの規範
(1) 復旧や復興の主役は被災者です。ボランティアはそれをサポートする存在であるという原則を忘れないように心がけましょう。また、被災地や被災者、地元行政、ボランティアセンターなどに対しては、あなたの善意を活かす場を作ってくれたことに感謝しましょう。

(2) 防災ボランティアは、水・食料・常備薬・適切な服装・保険等、必要な備えをして自己完結を原則に被災地に入りましょう。被災者・被災地や現地ボランティアセンターに負担をかけないようにしましょう。

(3) 仕事がなくても、ボランティアニーズをむりやり探し出すのではなく、被災地／被災者のことをよく理解するようにしましょう。

(4) 睡眠時間や疲労などに留意し、健康の事前チェックに努め、不調になったら早めに活動をやめる勇気を持ち、けがなどで被災地の負担にならないようにしましょう。

(5) 被災地でのボランティア活動に参加する際は、自分の行動計画を周囲に事前に説明してから、でかけましょう。

(6) 仲間とよく話し合い、一人で仕事を抱えこまないようにしましょう。

(7) 災害の規模、種類、地域などにより、災害ボランティアセンターの運営などに違いがあって当たり前です。あくまで、被災した現場が中心であることを忘れないようにしましょう。

(8) 災害ボランティアセンターの核となる現地スタッフは可能な限り休む時間を持つことに努め、周りはそれを理解し支えましょう。 

防災ボランティアの工夫

(1) ボランティア活動を終えて自宅に帰る前に、観光地やショッピングセンターなど気分転換できるところに寄って、心をクールダウンさせてから帰りましょう。

(2) ボランティアや被災者にあわただしさを与えないよう、走らないようにすることや早口で一方的にしゃべらないなど、ゆったりした気持ちになることが大事です。

防災ボランティアのべからず集

(1) 自分のできることを見極め、例え被災者に頼まれても、自分や周囲を危険に巻き込むような仕事は引き受けないようにしましょう。

(2) 防災ボランティアは、被災者の立場をできるだけ理解し、自分の判断を押しつけるようなことを避けましょう。

(3) ボランティアは非日常的な活動ですが、被災地／被災者は早期に日常の生活 を取り戻すことがもとめられます。その日の振り返りの意見交換が深夜に及んで周囲に迷惑をかけたり、高揚した気持ちを押さえるための適量のアルコールが過剰になるようなことがないようにしましょう。 

(4) 日常のボランティア活動に比べて、よりリスクが高いのが災害ボランティアの活動です。自らのケガだけでなく、心ならずも被災地や被災者、他のボランティアに損害を与えてしまうことをできるだけカバーするために、必ずボランティア保険に入りましょう。 

(5) 必要以上に自分の経験を振りかざすことは避けましょう。


＝　ボランティア参加に係る追加情報　＝
　ボランティア参加については、3月28日付・国公労連（組織）連絡57号、4月1日付・国公労連（組織）連絡58号などで、岩手、宮城、福島の3県を対象に募集していましたが、昨日（4月12日）付・国公労連事務連絡でお知らせしたとおり、当面の募集は福島を見合わせ、岩手と宮城の2県を対象としていますのでご留意ください。
以　上

震災から1月　作業の手を休め黙祷





〈発行〉国公労連
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【救援カンパの振込先】


中央労働金庫　新橋支店（普通）2255113　名義：国公労連２


注）この口座は大震災への救援カンパ専用です





国公労連速報





支援物資（米）の搬入





自宅避難者が多い大街道地区でのお届け
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